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毎
月
第
三
日
曜
日 

老
後
を
ど
こ
で
ど
の
よ
う
に
暮
ら
す
の
か
。
更
に
人
生

の
最
終
段
階
を
、
そ
し
て
最
期
の
時
を
ど
こ
で
ど
の
よ
う

に
迎
え
る
の
か
。
皆
さ
ん
は
考
え
た
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ

う
か
。
高
齢
世
代
の
方
で
は
な
く
て
も
、
子
育
て
を
終
え

親
の
介
護
に
向
き
合
う
世
代
の
方
で
あ
れ
ば
、
自
分
自

身
の
老
後
を
考
え
る
機
会
も
増
え
て
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。 

老
後
、
人
生
の
最
終
段
階
、
最
期
の
時
を
過
ご
す
場

所
を
自
ら
が
選
択
で
き
る
時
代
に
な
り
ま
し
た
。
自
分
の

居
場
所
が
自
宅
や
病
院
で
は
な
く
な
っ
た
時
、
最
期
ま
で

暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
施
設
の
種
類
は
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

や
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
住
宅
等
、
多
種
多
様
で
す
。 

そ
こ
で
今
回
は
、
人
生
の
最
終
段
階
を
暮
ら
す
場 

 

所
や
暮
ら
し
方
に
つ
い
て
、
そ
の
選
択
肢
の
一
つ
で
あ

る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
お
け
る
暮
ら
し
と
看
取
り

に
つ
い
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

超
高
齢
少
子
多
死
社
会
に
突
入
し
た
日
本
で
は
、
当

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
あ
り
方
は
大
き
く
変
わ
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。
平
成
二
十
七
年
度
か
ら
施
設
の
利
用
条
件

が
要
介
護
３
以
上
の
方
と
な
り
ま
し
た
。 

私
が
勤
め
て
い
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
丸
子
の
里

で
は
「
看
取
り
（
み
と
り
）
介
護
」
を
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
定
員
８
０
名
の
施
設
で
毎
年
１
０
～
２
０
名
の

方
々
が
最
期
の
時
を
施
設
内
で
迎
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

施
設
内
で
は
点
滴
等
の
医
療
は
行
わ
ず
、
あ
く
ま
で
も

『
生
活
の
場
』
と
し
て
支
援
を
行
い
、
最
期
の
時
が
穏
や

か
に
迎
え
ら
れ
る
よ
う
な
介
護
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
待
機
者
が
多
く
、
な

か
な
か
入
居
で
き
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
実

に
は
空
き
ベ
ッ
ド
も
あ
り
ま
す
。
今
回
は
皆
さ
ん
が
気

に
な
る
費
用
の
詳
細
も
説
明
し
ま
す
。 

皆
さ
ん
が
ご
自
分
の
こ
と
、
今
後
の
こ
と
を
考
え
る

機
会
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。 

 

 

ミニ講話 

自
宅
で
は
な
い
、
施
設
で
暮
ら
す
と
い
う
こ
と 

 
 

～
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
の
暮
ら
し
と
看
取
り
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成
岡 

桂
子
さ
ん 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
丸
子
の
里
」
施
設
長 

 

  

 
 

 
  

    

 

成岡桂子さん 

（福）静和会「丸子の里」

施設長 

保健師・看護師・社会福祉

士・介護福祉士 

 

 



バスでお越しの場合  

静岡駅北口５,６番線からのすべてのバス 

巴町下車  徒歩７～8 分 

０９０－５６２０－６０７０ 

利用法など、何でもご相談いただけます 

 

 

             

 
  

声と喉を鍛えましょう                                   

「“共鳴発声”がうまくつかめない」とい

う方がいらっしゃるかもしれません。赤ち

ゃんや小さなお子さん、あるいはペットに

話しかけるとき、自然に眉毛が少し上がっ

て、声のトーンも高めになりませんか？ 

優しく愛情に満ちた「あやす声」、これが共

鳴発声につながります。そして心身の健康

にも。 

音楽・音声ジャーナリストの山﨑広子氏

は著書『声のサイエンス』の中で、「動物の

しぐさを見て微笑み、動物に声をかける。そ

の声が自身の『脳から心身を刺激し活動的

に』させる。その効果は全身におよび、薬よ

りもずっと効果的で副作用もない」と書い

ています。共鳴発声を心掛け、毎日を健やか

に過ごしましょう。 
 

最後に、望月保夫さんの指揮と 

アコーデオン伴奏で合唱しましょう 

・ちゃっきり節  ・待ちぼうけ 

・夏の思い出  ・花は咲く 

 

 

  

な
ん
で
も
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い 

 

今
月
の
主
な
相
談
員
は
、
静
和
会
さ
ん
の
「
伝
馬
町
横

内
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
職
員
さ
ん
で
す
。 

他
に
も
、
介
護
・
医
療
・
心
理
相
談
の
専
門
家
が
皆
さ

ま
か
ら
の
相
談
に
応
じ
ら
れ
る
よ
う
に
、
常
時
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。 

家
族
の
介
護
で
お
悩
み
の
方
、
介
護
制
度
、
施
設
の
こ 

と
を
知
り
た
い
方
、
認
知
症
の
方
、
認
知
症
で
は
な
い
か

か
と
不
安
に
思
わ
れ
て
い
る
方
な
ど
、
高
齢
者
の
ど
の
よ

う
な
相
談
に
も
専
門
家
が
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

相
談
の
予
約
は
い
り
ま
せ
ん
の
で
、
気
軽
に
い
ら
し

て
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
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バスでお越しの場合  

静岡駅北口５,６番線からのすべてのバス 

巴町下車  徒歩７～8 分 

 

恒例の  

上藤美紀代による   

090-5620-6070 
 

 

予
告 

八
月
の
ミ
ニ
講
話 

 
 

 

「 

訪
問
看
護
活
用
術 

」 

 
 

自
分
ら
し
く
生
き
抜
く
た
め
に 

 

講
師 

高
井
由
美
子
さ
ん 

看
護
師 

 高
井
さ
ん
は
病
棟
看
護
を
経
て
、
平
成
十
一
年
か
ら
訪
問

看
護
師
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
介
護
事
業
を
開
設
、
運
営
に
携

わ
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
静
岡
県
立
大
学
短
期
大
学
部

社
会
福
祉
学
科
介
護
福
祉
専
攻
の
非
常
勤
講
師
と
し
て
も
活

動
さ
れ
て
い
ま
す
。
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
静
岡
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
、
開
設
以
来
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

今
回
の
ミ
ニ
講
話
で
は
、
訪
問
看
護
を
ど
の
よ
う
に
使
う
こ

と
が
で
き
る
の
か
に
つ
い
て
、
お
話
を
伺
い
ま
す
。 
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